
科目名   学校の安全と環境  

担当教員   渡邉　正樹  

対象学年   1年   クラス   ０１  

講義室   Ｃ３０１　   開講学期   秋学期  

曜日・時限   木１   単位区分   選必  

授業形態   講義   単位数   2 

受講対象  総合学芸領域：分野Ｂ共通 

備考  ＣＡ：（Ｂ）領域 

ねらいと目標 学校の管理下を中心に，子どもたちの日常生活の安全をどのように確保するかを，教育面，管理面から学ぶ。 

内容 安全・危険の概念から，学校安全のとらえ方，安全教育・安全管理の進め方，安全な環境づくりなどについて取り上げる。 

テキスト 渡邉正樹（編著）「学校安全と危機管理 改訂版」大修館書店(1,900円)を毎回使用する。 

参考文献  

成績評価方法 出席，課題レポート，最終試験 

授業スケジュール（展開計画）

回 内容

1 安全・危険のとらえ方

2 学校安全の意義と目標

3 子どもの発育・発達と事故・傷害の特徴

4 学校生活・家庭生活における事故

5 交通事故とその防止

6 犯罪被害とその防止

7 自然災害

8 安全管理の進め方

9 安全教育の内容

10 特別活動における安全指導

11 災害時の避難の実際

12 応急手当の実際

13 災害と心のケア

14 安全な環境づくり

15 まとめ

授業時間外における学習方法  

授業のキーワード 学校安全　危機管理 

受講補足（履修制限等）  

学生へのメッセージ  

その他  

　 シラバス関連 ＞ シラバス参照 ＞ シラバス検索 ＞ シラバス一覧 ＞ シラバス参照 渡邉　正樹

タイムアウトまでおよそ7186秒です。 印刷

タイトル「２０１６年度　教育学部シラバス」、フォルダ「２０１６年度　教育学部シラバス－養護教育」

シラバスの詳細は以下となります。
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科目名   学校安全と危機管理  

担当教員   渡邉　正樹  

対象学年   2年   クラス   ０１  

講義室   Ｃ２０２　   開講学期   春学期  

曜日・時限   月３   単位区分   必修  

授業形態   講義   単位数   2 

受講対象  養護教育教員養成課程養護教育専攻必修科目 

備考   

ねらいと目標 学校安全および学校の危機管理に関する基礎と応用を学び，養護教諭・教諭が果たすべき役割を理解する。 

内容

学校安全の3つの柱（安全教育，安全管理，組織活動）と3領域（生活安全，交通安全，災害安全）の内容を学ぶとともに，学校と

地域の連携についても取り上げる。また危機管理の実践として，マニュアル作成や安全指導案についての演習も行う予定であ

る。なおＤ類以外の学生も受講可能であるが，あくまでも養護教育専攻学生に向けた授業であることを了解しておくこと。 

テキスト 渡邉正樹（編著）「学校安全と危機管理 改訂版」大修館書店（￥1900）を使用する。 

参考文献  

成績評価方法 出席，レポート，試験によって評価を行う。 

授業スケジュール（展開計画）

回 内容

1 学校安全・危機管理の意義

2 学校安全活動の構造と領域

3 学校安全からみた児童生徒の課題

4 学校の管理下の災害と災害共済給付

5 学校施設・備品の安全点検

6 犯罪被害の防止

7 交通安全

8 学校防災の進め方1

9 学校防災の進め方2

10 夏季の事故防止（熱中症，水の事故など）

11 体育・スポーツでの事故防止

12 学校の危機管理マニュアルの考え方と作成

13 避難訓練の考え方と進め方

14 危機管理のシミュレーション演習（卓上訓練）

15 まとめ

授業時間外における学習方法  

授業のキーワード 学校安全　危機管理　事故防止　養護教諭 

受講補足（履修制限等） 受講は2年生以上とする。 

学生へのメッセージ  

その他  

　 シラバス関連 ＞ シラバス参照 ＞ シラバス検索 ＞ シラバス一覧 ＞ シラバス参照 渡邉　正樹

タイムアウトまでおよそ6875秒です。 印刷

タイトル「２０１６年度　教育学部シラバス」、フォルダ「２０１６年度　教育学部シラバス－養護教育」

シラバスの詳細は以下となります。

 


